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巻頭言 Spring 2023

オープンマインド溢れるオープンナレッジ
■内田誠一

筆者が若かりし頃1)，書籍というのは，いわゆる大先生が執筆されるもので 1) 本書が発刊される頃，著者は

四捨五入すれば還暦を迎える

年齢に到達する。
あった。いつかそんな風になれるのかしらと漠然と思いつつ幾星霜，「そんな

風」になることもなく，気がつけば，いまや新進気鋭の若手研究者が執筆くだ

さった書籍ばかり読んでいる気がする。申し訳ないと思いつつ，ありがたく拝

読している。

実際，現在の CV/PR界は，若手研究者がけん引している。彼らは，研究を

始めた頃から，オープンソース，オープンデータが織りなす怒涛のグローバリ

ゼーションの海に泳ぎ，SNSなどを駆使して最新動向をキャッチし，さらに自

らも新しいアイディアを着想し，世界のトップカンファレンス，トップジャーナ

ルを相手に切磋琢磨している。縁あって ACT-I「情報と未来」（後藤真孝総括），

ACT-X「数理・情報のフロンティア」（河原林健一総括）にアドバイザとして参

画させていただいた際，そこに見たのは，まさに切磋琢磨の日々を送る，尊敬

すべき若手の姿であった2)。 2) なお，シニア研究者にも若手

の時代があり，その時代なり

に切磋琢磨していた（そして

今も？）。本稿の視点は現在の

若手中心だが，この点もどう

かお忘れなく。

本シリーズは，そんな若手研究者の皆さんが，自身の多忙を極める時間の中

で，他者のために執筆してくださった記事で構成されている。「オープンナレッ

ジ」とでもいうべき試みである。もちろん一般的な学術論文もオープンナレッ

ジである。しかし，本シリーズの記事は，より献身的である。「初学者から専門

家まで，最新技術の面白さを面白く学んでほしい」という意図で執筆された，い

わば「オープンマインド溢れるオープンナレッジ」である。この試みを受け取っ
た若手の学生読者諸君は，こうした先輩の明解なる解説テクニックを学んで，

もっと若い次の世代に繋いでいってくれるのだろう。ありがたいことである。

筆者は現在，電子情報通信学会「パターン認識・メディア理解研究会」の委

員長を拝命している。同学会で CV/PRを扱っている研究会であり，数ある研

究会の中でも最も大規模なものの 1つである。2022年春に節目の 50周年を迎

えたという，長い歴史をもつ。具体的には，1972年 4月に「パターン認識と学

習」（PRL）研究会が発足，1986年に「パターン認識・理解」（PRU）研究会に改

称，1996年に「パターン認識・メディア理解」（PRMU）研究会となり，現在に
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至る。2022年 7月末には，PRU以降の歴代委員長 18名が参加するという，50

周年記念イベントを行った。同じ 2022年度に 30周年そして第 25回目という

節目を迎えた画像の認識・理解シンポジウム（MIRU）も，PRMUと情報処理

学会「コンピュータビジョンとイメージメディア（CVIM）研究会」が交互に開

催している。新型コロナウイルスのために 2年連続でオンライン開催となった

MIRUであったが，2022年度（7月末）は万全を期しての対面開催に踏み切っ

た。結果，800名以上の現地参加があり（参加登録は 1,300名弱），大変盛況で

あった。参加者からは好意的な意見が多く寄せられ，コロナウイルスのクラス

タ発生などもなく，実行委員会としても胸をなでおろしたところである。

このような歴史ある PRMUやMIRUも，時代にあわせて変化していくべき

状況にある。すなわち，特に CV/PRをけん引する若手の「参加者」および「委

員」をハッピーにするにはどうすべきか，従前以上に考えるべき時が来ている。

「参加者」について，たとえば 2022年度の PRMUでは，ハイブリッド開催を

行っており，発表者・聴講者の状況に応じた柔軟な参加を可能にしている。ま

た，MIRUでは，子育て世代の若手研究者の参画を容易にするために会場内に

無料託児所を設け，さらには「ワークライフバランス企画」と称し，「仕事と家

庭」の両立に関して議論する場も設けた。加えて有志（研究エキスパート）に

よる「メンターシッププログラム」では，トップカンファレンス採択を目指す

若手の論文執筆支援も行っている。なお，この「有志」には（本書の編集陣・執

筆陣と同様）わが国を代表する若手研究者が揃っており，自らの多忙な時間を

割いて，他の若手の論文執筆のためにオープンマインド溢れるオープンナレッ
ジ活動を実践している。ただただ，敬服するばかりである。

一方，「委員」である。研究会やシンポジウムを運営するのは，想像以上に大

変である。ルーティン作業だけであればまだよいが，例外的・突発的な事案が

発生したときや，参加者のために企画を打ち立てたりするときには，新たな作

業が発生する。昨今の世の流れの速さや多様化に起因して，運営に関する委員

の負荷は以前より増している。こうした背景から，2022年夏，CVIMと PRMU

の両研究会は，2023年度からは共催（正確には連催と呼ぶ）を基本とするとい

う方針を定めた。この共催研究会を年 4回実施し，各研究会がそのうち 2回を

担当すれば，単純にいえば運営負荷は半分になる。実際には，それら以外にも

MIRUをはじめとする各種イベントや，各研究会独自の制度などもあり，単純

に半分になるわけではない。しかし，それでも負担軽減に向けた第一歩にはな

ると確信している。運営負荷の最小化問題は多目的かつ非凸であり，最適解を

見出すのは難しい。また，最適解があったとしても時代とともに変わっていく

だろう。参加者と委員をともにハッピーにできるよう少しずつでも継続的にア

クションし続けるしかない。
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PRMU/MIRUに限らず，若手の日々の研究活動を支援するには，どんな方策

が有効だろう。この手の話でいつも思い出すのが「金平糖」である。物理学者

の寺田寅彦の随筆によれば，あのトゲトゲは自然にできるとのことである。伝

統的な製法では，熱したフライパンで砂糖を溶かし，そこに芯となる芥子粒を

入れて「揺する」（攪拌する）と，雪だるま式に固まりつつ，勝手にトゲトゲが

できるそうである3)。あくまで私見ではあるが，この金平糖方式が，若手支援と 3) 砂糖の塊を転がしているう

ちに，表面に温度のムラがで

き，温度が高いところにはよ

り砂糖が付着し，トゲとなっ

て成長する。

して，最も自然な施策の 1つのような気がしている。外的な力をもって特定の

方向にトゲトゲを無理矢理引っ張り出すのではなく，場を作ってあとは多少揺

することしかしない4)。それで研究者としてのトゲである「個」が自然に確立さ
4) なお，速く金平糖を作りたく

て，フライパンの温度を上げ

るべきではない。熱すぎるフ

ライパンでは，せっかくの砂

糖も金平糖ではなくカラメル

となって焦げ付いてしまうか

ら。もし皆さんの周囲にむや

みに温度を上げたがる人がい

たら，この点，是非注意して

あげてください。

れる。前述の ACT-I/ACT-Xは，まさにこの金平糖方式の見事な具現例と思っ

ている。今後もそのような場が継続的かつなるべく多くの若手に提供されるこ

とを願っている。

……と，ここまで書いて，なんだか自分も年取ったなぁ，と思う。それでも

まだ，本シリーズのようなオープンナレッジで効率的に勉強する機会があるわ

けで，ありがたい限りである。ハッピーである。さて，この巻頭言を読んでい

る若手の皆さんが 20～30年後に執筆される巻頭言は，いったいどんなものだろ

う。どうか，ハッピーなものでありますように！

さて，シリーズ 6刊目となる『コンピュータビジョン最前線 Spring 2023』も

「オープンマインド溢れるオープンナレッジ」な記事で溢れている。今回のイマ
ドキ記事は「イマドキノ植物と CV」である。画像情報学が植物学（農学）と素

敵なコラボを実践している，昨今特に盛り上がっている学際分野である。フカ

ヨミ記事は，「データ拡張」「マテリアルセグメンテーション」「Embodied AI」

の三本立てである。データ拡張は皆が使っている「おなじみ」の基本技術であ

るが，体系的に教えていただけるのはとてもありがたい。マテリアルセグメン

テーションは，センサーと機械学習の共進化があって初めて実現する，ワクワ

クするような総合的 CV/PR課題の 1つである。Embodied AIも，物理世界で

のインタラクション技術と機械学習の共進化があって初めて取り組める，やは

りドキドキする課題である。ニュウモン記事は，「ニューラル 3次元復元」であ

る。幾何学に基づく数理的方法論とデータに基づく機械学習的方法論が現在ど

のように共進化しているかを，わかりやすく解説いただいており，これまたあ

りがたい。

若手もシニアも，皆さん忙しくて大変な時代を生きていると思います。でも，

こんなオープンマインドなシリーズを読めるなんて，やっぱりいい時代なのか

も。いや，間違いなくいい時代ですよね！ ありがたいこっちゃ。

うちだせいいち（九州大学）
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